
部位名：

　　　補修重要度レーダーチャートグラフ

　　・補修重要度はそれぞれの劣化現象の劣化程度によって異なりますので、
　　　各現象の劣化度に対し、個別の補修重要度を判定する。

【仕上げ材】 　　　【下地コンクリート】

　【仕上げ材】 　【躯　体】

劣化度 0 1 2 3 4 5 劣化度 0 1 2 3 4 5

変　褪　色 0 1 2 3 4 5 浮き・剥落 0 1 2 3 4 5

チョーキング 0 1 2 3 4 5 ひび　0.5㎜

汚　　れ 0 1 2 3 4 5 割れ　　未満

摩　　耗 0 1 2 3 4 5 0.5㎜

割　　れ 0 1 2 3 4 5 以上

剥がれ・膨れ 0 1 2 3 4 5 エ　フ　ロ 0 1 2 3 4 5

漏　水　跡 0 1 2 3 4 5

　　　補修重要度平均　 　　　補修重要度平均　2.5 2.0

バルコニー・廊下天井・ 他天井
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浮き・剥落

割れ　0.5㎜未満

割れ　0.5㎜以上エフロ

漏水跡
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現状ライン 補修必要ライン
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	チャートグラフ

